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業枯病菌を接種してその効力や調
査しすこが、此の方法は短期艮の中
に供試厳令作り得、取扱ひも容易
-第1置表各撒布繋剤の稲相滅葉縞荊
に針する効力調査
で且試験の反復も可能である動か
ら良法であるさ云ひ得る。
2，)試験i二供用した撒布葉剤は 2，0~ 
銅剤乏しでは石灰ボルド夕、銅製一
階1就、湖、 3民枇胸]、有情 1・51
里民 1， 
樹銅製剤、低含銅製剤、硫黄合剤 .. 
石灰慌策合剤白書長、ヨバサイド、 敏・・り- . 
，;/-1ドで亜鉛測さしてはpロデJ t 
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〈創銅含量ie擢病I'i放〉
AH破酸鋼
1 銅銅剣 1"
2 銅製剤為聖堂
L 低 ~ø画製剤
b 有機銅劉剣
3 銅製剣 3按
B ボル1"''''合剤
3.)各撞薬剤の効力記載には、 I 0:∞4 680.0主 2F 48801 2 
調亘材料の内被害の最も大なもの l →相銅含量 M
令 4艶、全〈被害のなきもの栓 0艶、その間島 式)でも略hその目的必遣し得る事会確めずこa
3. 2.及1艶さし、これ金基準乏して採勤し
た。調査者は4乃至5入でー鉢宛取出して各自
が基準tZ比較じ採勤した。
4.)供用葉剤r;p卸郵lは有効であるが硫黄剤は
効力t:J'弱かった。銅剤でも石灰ボルドウは最も
優ぐれ、銅製剤3強1!p有機銅製剤はこ，れiζ究
<"0更に銅製剤1説、 2説、低含銅製剤、枇酸
銅の願t二効力が低下して行勺1:.0
5..)紙胡廠薬枯病濯病防止にはボルl-~ク液は
，0.2594ω石式)或は夏に稀薄な0.125%(4石
銅製剤3暁及有機銅製剤では1.0-:-:0. 5 %液が効
果があった。銅製弓1蹴及2暁i毛少ミさも1.0
%液ぞ使用すべきで蹴酸銅にてはこオ:tより更に
混厚なものぞ1必要15ずる様であった。
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西門署員一・中山隆夫・宮脇雪夫 病m~防薬剤@効
果に測する研究 第1報集液の軍司原If胞子鐙書評制
止力に摘する研究良研35:1&0-197 (18.5月〉
同 第 2報 .砲の成薬，:於ける栢胡肩車禁給婦にお
する1防効果農研37:1: 1←18 良型1:6 : 
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7.1<回雑草の防除試'験(1)
水聞の敷尊さ雑草防止効果
笠 原
1・簡 雷著者はCl-6)先i二農地雑草防除t二
責せんさLて、本邦農地雑草の種類さ同種賓句
形態並に接芽研究震は繋舟jによる雑草臨除試験
の一部成績や報告した口省力的雑草防止法のー
っきして、稲賞、多再等じて土濃表面毛並覆査す
る所謂~草島理は制作にては遁常行ふ作業であ
るが、水田ではその敷草作業自瞳が困難である
ためiこか一般iニは行はわてゐなh、。凪が近時普
及ぞ男。つある、並木植、畦1p.移植麓堵庇は~
E直情栽堵i二於てはこ?敷草作業は比較的容易
ゆある.そこで著者はニの様な君主培法に於ける
敷草雇通理が雑草費生防止、羽二掘の牧量i議騒T
安 夫
影響や調査する目的で昭和19-22年の聞に若干
試験ぞ施行したので水田雑草駈除試強 (1)ざ
して大要必報告する。
、号試験方法試験慌要は次の様に置泊し食
品種は旭を用ひずこO.
(-1 )並木値…遁常の平坦活水田に6月下旬畦
間〈作保間隔)1. f，..R.に株間4.5寸さして1株
2. 3本宛移植した。
〈日〉 畦立移植・ャ小委刈取後3尺畦きして6用
下旬谷講のみi二活水して畦の雨肩に株間4.3
寸間踊仁移植しすこ、畦間iま1.5尺である。
心、〉 卒畦直矯・.~1. :)尺間隔に卒畦栽培した珍
【燥感研究第37谷第轟量f141-143買羽生7) 一位一
‘' 
子IJ、~の中畦。へ 5 月上旬約 4 寸間隔も二穴をあ
げ、_..穴4.5粒の視を蒔いお必
(ェ〉 畦立直情・・・3尺畦14'字僚の，)、多の雨肩、
或は4.o){畦2作楳小委の中畦三雨肩に約4
寸間隔に籾~蒔~~t:. 0 よウ&でこの畦立直婦は
畦間1.o尺である()(ハ)(ニ〉共6月下旬i甚水
前除撃を行ひ構*~・同時i二聞引補植し記、
(~) 散草の材料及:右法
敷宣言の材料は穿得、堆肥又青草材料t二は厳穫
の畦昨雑草ぞf，<草前日l二刈り取り之ぞ10t[鯨に
切断したもの同青草 100貫じ石灰窒素q.5貫の
制l二混合しず三もの穿を使用L-t:.。
除草の時期は伊jれも 7月中旬頃i二第1回中耕除
草令終了直後或は若干日を経過した後l二位木植
さ卒畦直婚では全畦閉じ)畦立移棟及同直婚で
は畦上のみじ敷草しτ谷溝i二は敷革しなかった
3・71<回雑草種類と発生量 著者は既報(4)
の極巳水田雑草は強害草24種、害草70種、畦昨
自生雑草80種、討174種さ算定しなが、ニれは
全国的t二見穴場合で、多くの雑草は普遍性iこ富
むので各地じ共通種が多〈貝ちれるョしかし
何れのぜ方じもこの雑草が揃ってゐるさ云ふの '
っτ可成制異があるD 又その雑箪の費生量は一
つの水田でち年じより、叉その損所t二ょっT異
るので?慌tニ云へf.la、が絃t二会考までに雷所の
水困難草種類き費生量並t二無除草匡が除草直に
‘射する玄米減牧率の一例を掲ければ第1.2表
第1表氷回度雷雑草量さ玄米滅牧豊容の一例
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ではない。又各種類さあその費生量は地方に志 備考、生雄専I:j長1'l8月市上、中旬jこ於ける調査
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備考 ( 】内の数字は8局中初じ1'2ける重量.令である。
U(2) - 22- / 
、の如〈である臥
第1表によれば無除草さじて8月上、中旬じ
その雑草牛革量.:r調宜し大揖合通常の卒担湛7.1<.
正俊秘の回では反宮.0.加o庇、同並木移赦の
回の1例は765a.畦立移植田では加1lff;、平地直
揺回では3∞-667庇、畦立痘措回では弱5aであ
った。但じままじ直情日の無除草さ云ふのは掛7}(
後の揚合ぞ云ふのであったコ i義水前の葬間雑草
及歯周の雑草iま間苦l、補植の前i二小雑草は熊手
で掻取り太きい雑草は手取除草じわのである。
叉第1表巳附記した玄米波放君事は一例じ渇ない
が除草そ8月上、中旬語放任し大場合、除草匿に
撃すする誠枚看!!Iま多〈の場合10%内外であ~1:-。
されど畦立移犠忙・は貰t二a8%~ 云ふ多ぐのlJX量
低下村し究ゐる、島上の例や見るに雑草長生
量さ玄米滋牧君事さは必歩しも比例しτゐない。
叉第2表によっτ各栽培法共i甚水後の雑草種
類は大同小異である白f..，>>、し往々 例外さじて多
間直猪田tこ於て湛*前の穿問雑草の内タノデ類、
及tJ:.背l二影嵩じた時め停電主上さ谷識で著しい注目
異が見ちれるのである2 耐j~て畦1:では硫酸等
の接慎重"jで襲鮒除草の場合i二は抵抗力の多い帯
革、禾料ヰのものが多〈、-叉これ与は回練除草
機並l二手取除草炉於ZL取り難いのである。谷
溝は深〈潜水せ‘られるためその雑草の織は貧弱
で抜き易いものが多いので除草は容易1:ある。
4・敷箪試験の結果
(-1)直矯及位木移植聞の撤草〈昭和 1&年~行〉
的成舗は第3表の如くである。
集3表lこょづて直i及蛇木植の金畦閉じ若手再反
宮 1∞貫~.1事Lftニ結巣は雑草費生~ 113 ~二止
めft.'!:J叉種革~材料に石灰窒素~添加して裂し
詑石反容素堆肥ぞ反宮2加貫敷草匝ぽ雑箪防止.
効呆が量f~ウ1:- e これは、覆蓋が薄い?こめであ
るD 一方玄米牧量は並木移値目i二於て..停匿は
反宮換算2.83石、堆肥量五反哲2.9-1石rあっす之官
これは費量除草匝の2.76石よりは多いが除草匿の
3.17石に比較して少品、うた。叉7月13日l二畦踊
:J -1只放ラψ，tゾカクシ、スズメノテツボゥ等 ~して全面湛氷にした直橋田では夢界匝2.51石
が生育するので他ミ異るa又畦立設場t二於τ畦 堆肥苦.~石、無除草匝2.47石、除草匡2.88.石で
上三谷溝は各雑草の費生割合i二大差がある。同 あったof，ijこの直情は補植首が多かったこ'sは
表の( )内'の数字踏襲生雑草の重量歩合宿F示 直矯~t.-τの牧量i二影響を及怯(J，t:.~ 思ふ。
した0 ・谷溝iま常tニi基ヰせられも陛~Iま水面土1二 (q) 卒畦&.畦立直矯田の敷草効果 昭和20年
出τゐて、飽和水漁の獄態を保つτゐる D 従つ 施行〉は第4奉の知〈である。
τそのJJ<.禍の多少が、;その埋土雑草種子の晋芽 卒畦直置は全畦聞に元畦立直矯μ畦上のみじ
第 3表t直鰭及粧水移植田の蛇草効果同和19年〉
1 • 常 獣厳 度常漁 R 無除草に除草『三割|
慮 理 ・ 方 法 、 釘する雑す昌殿牧
塊 澄 |玄米軍面積区 玄米景 !乾草盆 |務歩合 1歩合
I I kg I _kg I 郎:riJ ~nk~ J M~ I ~.，9q 
J)直燭:r.iA蜜索機肥'，lOO旋風 '34.6 I 9.9 I 7.3 I :.1・66 I 73.11 I 9l・2I 'ω.4 
~)" ....)綜~OO... 区 32.3 I 9.5 I 'i.4， I 2.51 I 24.3 ち0.0 日 .2
3). 1 無除草匝 29.S I 9.4 I 8.1 I 2.47 I 81.0 I 1∞.0 I 85.8 
i長 〉仇除草区ー i101.0. I 68.4 I 2.'88 ー - I 1∞ 
め主立木枯1i灰塗棄権肥200賀直 39.3 I 1~.0 I 8.0 I . 2.91 I 198.3 I 109.0! 91.~ 
6) "婆稗10011区 43.6 I 11.8 I 8.1 I 2.83 I 63.0 I 35.1 I 89.，3 
7)" i是正除草民 36.1 I 11:6 ‘8.1' I ' 2.76 I 108.8 i }I伺.0 I 87.1 
8) If 除 草区一 122.6.1 74.6 1 3.17 一一 100
備考 1)7月泊B敷ft'.怠理す孟d ， 
2) ヌ伝説臨め高主婦は録初畦立直燭であったが7，ij 13B峰劇を行って全面注水したので不畦直婦である、ちV~量
闘のしたために直播の雑筆量が少い。筒直視til匹は繍植を多〈慶しTこ。
3)施肥量受賞堆肥1.5可賞、硫安lO1{'..過T14賞、iU日3貿
の 7月 31 日絡事孟測定のた~手放する。
δ) 水.fi{験の重苦照としたìltポ住像植皮牧3.00~
- 23ー (143) 
• 
第 4表 卒畦及畦立直矯の敷草効果〈昭和20年)
a 理 方 法 1 1 E 蛍 | 反日掠 附|i鉛竿すiP令る・縫に除草合区a・鮫に
偲量|玄米重|停判騨電 |玄米詮凶報 1 君主
1821
g 1.9FF 4 3.88 
kg 
1.93 
Zi 
599.K8 8 
% % 
1)直横平畦背 草Z∞貫 5925 2明.0 94.6 
2) 
" 
'(/ 1灰窪業青空印011 6112 1886 l，: 9~ 1.9}' 2.00 296.8 99.0 98.0 
3)。 h 望修 事100
" 
6300 1989 1.lJl 1.f5 2.13 29b.5 • 96.9 104.4 
め曹 (/ 機 施鉛0" 5851 1861 1.93' 1.05 1.98 1喧3.2 54.晶 97.1 
5) fI " 面食 :$ 直 6309 1927 . 1.c盛 0.1盛 2.04 21.6 7.2 1∞ 
6) 
" 
H 無 除草医 6425 2037 2.18 2.24 1.86 ¥199.9 1α).0 91.2 
1)'産指唾立青 草209貫 5175 1807 1. 9，~ 5.23 1.86 788.2 139.5 96.9 
8) 
" 
1 宥灰鐙素青草10011 印25 1770 2.01 3.56 1.是2 534.0 95.5 94.8 
9) 
" 
(/ 週島 界 100". 60、00 2092 2.03 1.11 2.13 164..8 29.2 109.3 
1.Q) 
" " ，犠 肥200" 54.75 1845 2.02 1.02 1.1'17 152.2 26.9 97.4 
ll) 
" 
(/ 除 草 区 '5175 184.8 1.98 1.4S 1.92 22壬.2 39.7 100 . 
J.2) 
" " 無除 E事冨 Gω 1698 1.96 3.75 1.75 1>65.1 1∞.0 91.1 
也考 1)7)]23日致事血理する。
2) 8月盛日様奇書量測定のにあに手E賞する・
3) 1i国軍関皮7E機肥200貫、軍事安品質、犬豆粕5貫
。本試験の軍司照正餓格支殺反牧1.97石、此木槌2.Q9石で凶作の年であ.つt:。
.草した白 (1)畦立義堵では.. 梓100貫及堆肥 め?之がその雑草量は後に講義除草mi~ 異色なうb、づ
2(0貫直はその雑草費生量 1/3-1/4Iこ誠少し tr-'lこれは青写が石灰窒素混合のため早〈萎れ
た。一方稲の般牧は堆肥匝は除草匝より少し劣 τ覆蓋さし?ての効呆が皆無さなったによる。そ‘
る炉、穿稗直は約9%.ti牧した叉前日~取った れ等の車理直的穀牧は険等届より少し低い。
青年-i>切断して敷;手しねものはツユクサ、 tソ 衣iこ〈引卒畦直備に於ては峯梓1∞貫匝の敷
ハぶ、タカサプロゥ、メヒシパ雪容が、 4との童の 草効果は殆んr無いこさぱ他さ比較してこれは
節よ句饗根活著じて反って無除草より雑草量~ 少し例外さ認められるが、しかし全畦閉に敷〈
時 槍加し7:.0故仁与の様な種類'I'敵手さして使用 文め覆孟は薄いのである。堆肥300貫臣は雑草
方るこさは全〈禁物であるs叉この青写 1∞貫 量そl;QI二止めたずこれも敷草さしては分量が
tこ石灰窒素 5買の割合に混合したもの~敵手し 少い。一方卒畦査婚の穀牧が畦立直矯より琵か
7こ揚合青写は活着じなかっすこqイZこの右灰窒素 多かったのは卒畦の方・が親密芽が良，'1;、ったため
(])1こめに敷;手宮時水田峰上~Jl、雑半径枯死せし かさ忠はれるら叉卒畦直婚にて除草匝に襲すする
第 5表 畦立移値固め敷草効果く昭和22皇子〉
慮理方法 裁厳liI5数
I 
~1臨雌物 l lE臨時
地璽 |玄米軍 7)]-288!8Jl18
~ "軍 100賞愈草1Ei.! 6ti60g! .凶B，6g 18g 11Img ，5.5 停
惟肥 300 1 壬960 m 
13 
蜘 oI 5.5 
無除草 .1Ei. I 4.380 I 1150 I (a6651 I 6075 I 6.4 
除率直 5060 I 1822 I - I - I 5.3 
機考 1)明14.日取主砲事する。
2.)雑草t:Jiは唾よ雑掌の爾費量
3) 7万28a雑草E盟t)内I'UVIこ設歯した樹照亙の雑草量E
Q 施肥.反1t硫安5貫、過石2賞、磁加1貨とす。
討すS事量豊富す轟般
2.32 I 125.4 I 46.3 i 91.0 
1.58 I 276.6 i 100 I 62.0 
2.56 I - I - I 100 
5) 本鼠駿 ε岳照とした湛Zk.iE機構皮富玄米11:2.•石、暖立蹄2. 4.4'ß、不純立移植宮崎
。“) . -2長一
各事長;単の鍛牧歩合は大恒畦立さ同傾向が認めち
れに。
ぐハ》 畦立移植の散草効果(昭和22年施行〉は
第5表的知〈である。
畦立移植t二於τ堆肥300貫を畦上l二敷草すれは
羅草費生会1/2に誠少じにD 岡穿停100貫敷主主匝
は 1/5に減少しすこ口一方般牧は前者は除草匝の
91%であり、後者は105，%で却って培放しすこ。
5・考 察著者思ふじ雑草費生は土地の自
標的保件さ作物の耕種様式 (整地、畦の形3状、
施尻、前作の種類、有無、務付早晩等〉さi二左右
せられる。その防除方法には (1)入力、畜力、機
械 (2)襲剤、。〕生物、 (4)観血理等がある。
入力以外のカ・法での除草は耕種方法さ経稽的理 .
由さじょっτその置施は著し<JfiIJ限を受ける白
而しτ合理的な雑草防除には焼3づ害~さしての
露草自慢の生理、生態的特質さ審作用ぞ把揮し
大上で溝切なる検事方法そ考究すべきであちう
就中水田除草は苦役作業の代表的なものであ
るコょっτその省力的除草法は現時痛切に要求
ぜられてゐる研究課題であるa著者はいろいろ
の立掛から雑草研究ぞ試みその成舗の一部は既
4二報告してゐるがりーへ.ここじあらためて水田
雑草め防除試験c，)ざして水田i二於けiる敷等
感理が雑草費生防止並じ艇の牧量に及怯ず成績‘
&遁ぺ且つ潜水田、畦立移植、並に直矯回l二於
げる宙所水田に費生した雑草積類伝記載し、特
』二降立積場i二於て畦上さ谷溝の雑草種類別の費
生割合の相違令指摘した司島-g従来的作傑間隔
の狭いi畠水田ではEK:草作業が困難なるじよ9て
畦閉め岬い桂木植、畦立移植並に穿間直橋田に
於て質施したのである。蓋し多間直播法は宮所
吉岡民向が取上け兵糧的研究者?進めてゐる哉
培法である。!!..r立移植は省力説培法さして、
元朝鮮縄管府農試高橋氏(7)の提唱に拘る方法
であって爾栽埼法さもに現時世人の注目を
受けて各地でその普及令貝つつある、著者の
浅い経按じよゐも直情栽培普lfi.め技術的障
害は雑草費生の多いこさじある様t!.、叉畦立
義主要・は高橋氏(7)によれば雑;草費生が少いので
一種の雑草防止義培~云へる云キ、 3市1.e'著者
は畦上には蹴除困難な雑草が多いさ見τゐる。
吉岡氏内は広矯回句車益事甑除及防止.方法乏して
..拝者F束のまま聾間〈谷溝〕へ投入し1:後に稽
め綜元め土を熊手で谷溝へ握き落すこ~-æ-襲め
τゐるb こめ試験の敵手は綿てi甚*-後の第1回
中耕除草後に施行した。その結果は穿稗1ω貫
を畦上に敷王手し穴場合、その雑草費生は畦立直
備ではlfti畦1I.移植では1/6に誠少し大口衣t二腔
e 間金面l二敷;卒する卒畦直情及蛇木純ではこの分
量は覆葦さして薄いので、効果は新!者よりも低
下しfこg叉土佐肥200買敷革しに畦立直備で難車
量は1/~ 同3∞貫を敷草した卒畦直子普及畦立ザ
秘匿は 1/2I二減少じ7ニョよって要梓よめ効果が
劣つt:o堆肥2∞貫会全面i二敷革tAこ虻木総角卒
畦直婚では分量が少〈て雑草防止完t，*が無かウ
た。又覆査さしてこの試験で用ひf二青;車料料は
華街iよわ稜私しτ活着しすニので全く失敗したa
青主主材料はその種類選定4伝説ない様にせねばな
らない白衣仁一方・穀1&1ま各年l二ょっτぇ差があ
るが、これは主にぞの年の策象さ施肥の多少に
よるもので、この試験の結果は新J...， ~.、殺埠法1ご
ついτ著者の技術指導が求熟の鰍もあらうが
直策、湛水移植、畦立移紙芝三者聞の義堵按じ
よる差異は叩乙がつけ難い慌であるaそれは儀
表の備考lこ記f..，t:施肥量三、 i葺71<.正保植の反牧
玄米量密参照するこさじよって理解し得る。丸
土佐肥敷革匝各年共i二除幕直よりは3-7%の範
囲で波放を示したが多胃.敷幕臣は滅牧の場合さ
槍牧の揚合があっす二。それは昭和1怖の様な摘
肥量が豊富で全面滋71<.utこ揚合i二誠放であって
昭和20.22年の様な施肥量不足の年で全面i葺71<.
でない掛合h二平若で唯牧-a-見?ニニさは後者では.. 
稗中の加里成分の肥効さ貝られる、叉代掻じt:.
固さ代掻じない田では同じ覆蓋さしての敷革が
土壕i昼、通風i二及惜す差異色も雨者閉じは若干あ
つでニれが原因するさ思はれるロ
以上は和三十分な為貰験結果ではないが穿間
量矯や畦~移植義堵ilミ於ける雑草防止さしての
敷革島理は推奨l二足る走法で・あるさ思ふ。
6・摘要
1) i甚氷並木棟、畦立移植皮び多聞直彊栽精田
にて敷主主慮理が雑草:費生防止.三載牧に及ゆず
影番必調査l;<t:O'
2) 先づ水田雑草種類さ費生量の一例を遁ばすこ
そして畦立韓堵1ニ於け1).畦上の雑当証言谷溝の
雑草種類~i量生量の異るの令指摘し将司
a) 畦立直幡及畦立診植i二於て旺上に多押l!(ゆ
-25- (146) 
¥ 
?貫め1<草は雑草軍量生量令 1/4-1/51二減少し
土aそして盤放も除草匹さ比較しτ5-9%
崎加した。又同じ〈堆肥200-3∞貫費皮革は羅
草治1/2-1/Hニ減少しす三、じかじ般牧は除草
匝よめ$，-7%少かった。
並木緩及卒畦直矯固にて夢停 10Q貫反権肥
200貫!mc帯:は分量が少遁ぎて軍査が薄いので
損呆が少なお、っすこq
垂~.考支献
(1)笠原安ヨ食事量青空電子~穿の研究 (1-3).及国
lo.9， 19.長0，1C~昏 3.6.19長1 (2)笠原安夫
.剣による轄主主駆除額験(1-3)金書事 17@6.'1 
12. 1942 (3)笠原安夫全11(9-10)良署員研究
36~昏， 19“，会51{1l...;.12) 全誌耳7~島 1聖書 1947
(4)笠原安夫 本湾稽章の濁顕及地理的分布吃f官房
究【1-l;l)企図， 37~器 1:21( 12~7 (6)近自1.
笠原灘聞による雑草の島愉試験及(1))走煙量、笠
原、寺阪:縫草慣子の研究 1(1-9).撃E再究211-
M理署 19お-19叫 (7)高僑昇:.d<宿暗主主.裁主義
~JJ..と貸際情鮮民曾報 181\1舎9.10.11， 12~1944 
(8)吉岡金市 lk胞の.錨樹書t工闘する研究伊領
書底 19抗
附 官巴
本試験.の経費t童文部省棋聖担椀究費及日本感術i震
実曾助成令の充宮にようて丞行した、主主1:;tIA.i
で雨忽局1:樹:aをま更する。
簡単獄験;こ助力せられた伊履重明、秩困恒郎、
t西国滋子諸民の事?を周'-<謝する。
大麦品種'の秤歩合に就て
坂野捕
1・緒 宮大多肢の全電量I二劃する蒋電量
Q."割合:即ち秤歩合は紙候土境等栽植傑件に依
ゃτも相官の&謡ぞ受げるが、同一様件で成育
さ:せた品種の開にも可なわの差異があるq ごの
火事堅梓歩合の多少は、大.11-利用上注目-t~念特
挫であの、縫って穀物検査の鼠要項目さなり、
虫、育種上に於τ副主意すべき特徴さ見倣され
る。それ故、外圃に於て・は、早〈から蒋歩合t二
劃して研究者F行ひ、特にぜ-t大多の具備すぺ
き理皐的性質さして粒の克貰度及び重量、色湾
成守・奉さ来に宥歩合を兎要なμ 項目ざして注意
を排ってゐるc本邦では安藤博土何の調査報告
を嘱矢さするが、二瓶氏(~)，ま嫡輔上の立場から
本邦各地産の皮穿771誌に就τ研究し、梓歩合の
重要性令指摘じてゐる。併し、その7hにはこれ
記.闘する研究は見られない械である。
著者は大多育種上の見地より、蒋歩合φ品種
..異並に大葬の諸特性さめ聞係に就て些カ、研
究したの"C.その結果の大要や報告するq
2実験材料及び得歩合検定法本質肢に
私用した品種は本邦各地の奨冊品種及び夜来種
彦主'さする庇重F.166種である。その試料は昭和
Ao年詰所圃揚iニ於て 1本組じ誌ものから採取b
fこ白肉、満州、中華、敵州諸外岡，の品種及びピ
害事 夫
1 
ルー大場f.35品種も併せて調査しに。向大夢の議
特性の調査は昭和19年度l二議植らすこ品種の特性
;r基礎ざし、前年度の賀料も参照じた:0
梓歩合検定は Lu王fの方法l'こ依った"~p ち3
4共試位は厳重な位準高?行ひ、不完全位を除却じ
又唱でのある品種はその基部去り各戸桜の程度
に切落した50粒~ 105PCの定温乾燥器に入れ、
無7k蹴離t二怒る迄乾棋、秤量し?三也これぞ煮漁
場中に5%の・アンそ ιヤ水lOa:さ共に人れて.
樹L、80・cで1時間勲も後取出Lて、ピンセ
ヲ+及び，j、針で存さ枇~si離し七q これを重量
の既知t.rる時計皿上に集め、 1060Cで乾燥じ、
冷却後、梓の軍量;z.秤った0・而ιτ、7":'-'そニ
ャの嵩tニ洗はれて減量じた量密補正する露、見
出し?之る重量とそのl;1Oj，を加へた。各品種の碍
歩合lま何れ.も 2匡の卒均によったが、その差1
%日上の時は夏に1回行つ士。
ここに存さは内、外額及び底制令含み、種、
果皮は含まなh、。穂、果皮が尖l二剥離きれずニ場
合は、こわや除Lサこ司
3・実験結果 、
(1)樟歩合の品種間差異調査金品種の梓歩
合は附表の如〈であり、金品種寺本邦及び満州
中華、肱州別、ニ様、六傍及び坊主大牽に分け
声~ 26- E民事研究第371密集411146-1釦"19晶7)
